


昭和30～41年
1955～1966

ごあいさつ
上板町は、昭和 30年の町制施行から 70年を迎えました。
この記念誌は、町民の皆さまとともに歩んできた日々を振り返り、未来への希望をつなぐ一冊です。
「まちに藍・ひとに愛・助け合いのまち上板」をキャッチフレーズとし、『小さくてもキラリと光る上板町』
を目標に掲げ、まちづくりを進めてまいります。

1955（昭和30年）�
　　3.31　板野郡松島町，大山村，名西郡高志村を合併上板町とし

て発足
　　　　　役場庁舎を旧松島町役場に設置，東支所，南支所を置く
　　4.　1　上板町教育委員会発足
　　4.　1　上板町発足に伴い，町内小中学校校名改称
　　　　　上板南中学校，上板東中学校，上板西中学校，上板西小

学校，上板南小学校，上板東小学校，上板北小学校，同
畑分教室，幼稚園の名称を上板町立とし，高瀬幼稚園西
分園を瀬部幼稚園に，東分園を佐藤塚幼稚園に改称

　　5.　8　上板町長に納田德雄氏就任
　　5.−−　上板町公民館を役場庁舎内に併設
　　7.15　大山，神宅財産区管理委員選任　各７名
　　　　　（３月31日財産区設置）
　　9.18　上板町議会議員選挙　定数26名（選挙前60名）
　　10.　1　第８回国勢調査実施
　　　　　人口　14,282人　世帯数　2,289戸
　　11.28　四国霊場６番札所　安楽寺本堂焼失

1956（昭和31年）�
　　1.　1　松島，高志，大山の農業共済組合が合併，上板町農業共

済組合となる。
　　2.　1　松島郵便局を「上板郵便局」と改称
　　3.31　板野高校松島分校を廃止（定時制）
　　4.　1　板野高校松島分校を上板教室と改称（全日制）
　　4.　1　町内小中学校校名改称
　　　　　松島中学校，大山中学校，高志中学校，上板町立松島小

学校，上板町立東光小学校，上板町立高志小学校，上板
町立神宅小学校，上板町立神宅小学校畑分教室

　　6.15　松島小学校南東に４教室新築落成　木造平家建
　　7.　1　上板町教育委員会新法制定により任命制となる
　　7.　2　佐藤塚幼稚園園舎改造
　　9.26　台風15号来襲
　　9.27　瀬部幼稚園園舎改造
　　−−.−−　上板町婦人会連絡協議会発足

1957（昭和32年）�
　　4.　1　上板町立松島幼稚園開設　木造平家建　320㎡
　　6.　1　上板町役場庁舎　七條字経塚42番地に落成
　　　　　木造２階建厚型スレート葺　238.60坪　788.57㎡
　　　　　建設金額　650万円　敷地面積　4,356.89㎡
　　6.−−　神宅小学校プール新設
　　7.　1　農業委員会委員就任　27名
　　10.26　農事放送農業協同組合創立

1958（昭和33年）�
　　4.　1　上板町国民健康保険発足
　　6.　1　宮川内谷川に上板橋架設（町村合併による連絡橋として）
　　6.−−　上板郵便局　七條字大辻９番地の６に新築移転
　　7.　1　町内有線放送事業開始
　　　　　加入者　1,982戸　加入率　76％
　　7.　1　88回線電線延長　483,342ｍ
　　10.26　松島中学校運動場整地進む

1959（昭和34年）�
　　4.　1　国民年金業務開始
　　5.　8　上板町長に納田德雄氏就任（再選）
　　7.15　大山，神宅財産区管理委員改選　各７名
　　9.11　大聖寺古文書及び制札県指定文化財となる
　　9.20　上板町議会議員選挙　26名
　　9.26　伊勢湾台風来襲　災害救助法発動
　　12.15　鳥屋の大楠　天然記念物として県指定される

1960（昭和35年）�
　　4.　1　板野高校上板教室を板野高校上板分校と校名変更
　　4.11　町内３中学校統合　上板中学校発足（３校舎時代）
　　6.23　上板町森林組合発足（区域　泉谷，引野，神宅）
　　7.19　農業委員会委員改選　27名
　　8.11　神宅小学校講堂兼体育館新築落成　建築費　400万円内

200万円は学校基本林（神宅財産区）伐採売却代より支出



昭和30～41年
1955～1966

ごあいさつ
上板町は、昭和 30年の町制施行から 70年を迎えました。
この記念誌は、町民の皆さまとともに歩んできた日々を振り返り、未来への希望をつなぐ一冊です。
「まちに藍・ひとに愛・助け合いのまち上板」をキャッチフレーズとし、『小さくてもキラリと光る上板町』
を目標に掲げ、まちづくりを進めてまいります。

　　9.−−　宮川内谷川多目的ダム着工（昭和39年完成）
　　　　　事業費　62,600万円
　　10.　1　第９回国勢調査実施
　　　　　人口　12,904人　世帯数　2,639戸

1961（昭和36年）�
　　2.　3　上板中学校第１期工事着工
　　9.16　上板中学校19教室竣工
　　　　　鉄筋コンクリート３階建　1,828㎡
　　9.19　台風18号（第２室戸台風）来襲　宮川内谷川氾濫
　　10.　1　上板中学校第２期工事着工　運動場整地
　　10.27　集中豪雨で再度宮川内谷川氾濫　災害救助法発動

1962（昭和37年）�
　　1.24　上板町同和教育推進協議会結成
　　3.19　美馬精機ＫＫ（工業用ミシン工場）誘致
　　4.15　大山，神宅財産区議会議員選挙　定数各10名
　　5.　1　上板町婦人会創立
　　5.30　上板中学校第２期工事竣工　鉄筋コンクリート２階建

（管理棟，特別教室２棟）2,534㎡
　　5.30　中学校３校舎の授業を廃し統合新校舎に移転
　　9.19　集中豪雨のため宮川内谷川氾濫　災害救助法発動
　　10.　1　上板中学校第３期工事着工（特別教室８）
　　12.21　日興繊維ＫＫ（縫製工場）誘致

1963（昭和38年）�
　　4.−−　上板町社会福祉協議会発足
　　5.　8　上板町長に松尾敏夫氏就任
　　7.15　農業委員会委員改選　27名
　　8.10　台風９号来襲
　　9.22　上板町議会議員選挙　26名
　　10.　8　高志小学校プール完成
　　12.　9　神宅郵便局新築移転
　　12.10　旧松島町役場庁舎松島農協へ売却
　　−−.−−　宮ヶ谷川に神宮寺橋架設

1964（昭和39年）�
　　3.30　上板中学校体育館兼講堂完成
　　　　　鉄骨コンクリート平家建　830㎡
　　7.　4　東光小学校プール竣工
　　12.　7　上板町体育協会発足
　　−−.−−　町内防火水槽設置進む
　　−−.−−　高瀬橋（吉野川）潜水橋架設
　　−−.−−　泉谷川に学園橋架設

1965（昭和40年）�
　　4.　1　上板町農業共済組合，農業共済事業を上板町に移譲
　　4.　1　瀬部，高瀬，佐藤塚各幼稚園を合併，高志幼稚園となる
　　4.−−　全町に婦人学級　12学級誕生
　　5.　4　東光小学校講堂新築落成　鉄骨平家建　284㎡
　　5.17　高志郵便局舎新築落成
　　9.16　台風24号来襲　災害救助法発動
　　10.　1　第10回国勢調査実施
　　　　　人口　11,761人　世帯数　2,628戸
　　−−.−−　この頃より自家用車急増

1966（昭和41年）�
　　1.31　公営住宅　西原団地　21戸竣工
　　3.20　宮川内谷川　松島橋改修　立花橋架設
　　3.30　高志幼稚園園舎新築落成　木造平家建　256㎡
　　3.31　高志小学校体育館兼講堂落成　木造平家建　297㎡
　　4.15　大山，神宅財産区議会議員選挙　定数各10名
　　5.　5　安楽寺本堂　鉄筋コンクリートで再建
　　6.　1　上板町簡易水道　阿讃山麗　1,200戸　5,000人に給水

開始
　　7.20　農業委員会委員改選　18名
　　8.13　上板中学校プール新設
　　12.15　公営住宅　西原団地　23戸竣工
　　−−.−−　七條柚木県道鳴門～池田線バイパス　600ｍ
　　　　　２車線で完成

上板町の歩み上板町の歩み
昭和30年、上板町が誕生しました。昭和30年、上板町が誕生しました。
それからの70年、町は少しずつ姿を変えながら、たくさんの笑顔とともに歩んできました。それからの70年、町は少しずつ姿を変えながら、たくさんの笑顔とともに歩んできました。
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1967（昭和42年）�
　　1.　1　広報「かみいた」創刊号発行
　　3.20　宮川内谷橋改修　切原橋竣工
　　3.30　上板町公民館新築落成
　　　　　鉄筋コンクリート平家建　373㎡
　　5.　1　上板町公民館開館
　　　　　有線放送２階に移転，全自動交換業務開始
　　5.　8　上板町長に松尾敏夫氏就任（再選）
　　7.　7　阿波藍（染）製造法と手板法　県文化財指定
　　7.12　上板町ＰＴＡ連合会結成
　　8.15　３地区忠魂碑横に戦没者顕頌碑建立
　　9.24　上板町議会議員選挙　20名
　　9.24　公営住宅　西原団地20戸竣工

1968（昭和43年）�
　　2.15　豪雪　町内で積雪約30㎝雪害発生
　　3.20　泉谷川に赤鳥居橋竣工
　　3.25　第２簡易水道（六条地区，一部西分地区）完成給水開始
　　3.30　松島小学校第１期工事竣工
　　　　　鉄筋コンクリート２階建10教室　928㎡
　　3.31　鳴門保健所松島支所廃止
　　4.　1　神宅小学校畑分教室閉鎖
　　5.20　上板町親子会連合会結成
　　10.12　上板町消防団条例改正
　　　　　消防団25分団を６分団に再編成
　　−−.−−　町道　東光～八坂線改良
　　−−.−−　町道　殿宮～船ノ本線改良

1969（昭和44年）�
　　1.22　乳牛哺育センター完成（高志農協）
　　3.31　松島小学校第２期工事竣工
　　　　　鉄筋コンクリート２階建　管理室外　586㎡
　　3.31　第２簡易水道（西分地区及び高磯地区）完成給水開始
　　4.　1　神宅小学校畑分校廃止
　　7.20　農業委員会委員改選　18名
　　8.−−　高志小学校運動場整地
　　8.23　台風９号来襲
　　9.27　板野西部小学校給食組合設立許可　工事着手
　　10.28　興徳ＫＫ（繊維工場）誘致
　　−−.−−　米の生産調整（減反）始まる

1970（昭和45年）�
　　3.−−　宮ヶ谷川に梅ノ木橋架設
　　3.31　板野高校上板分校を廃止　板野高校に吸収統合
　　4.　1　神宅保育所新築落成
　　4.12　大山，神宅財産地区議会議員選挙　定数各10名
　　6.20　板野西部学校給食組合給食センター竣工　鉄骨　873㎡
　　6.−−　県道西條～北島線完成
　　7.16　板野西部学校給食組合給食センター給食開始
　　8.14　台風９号来襲　集中豪雨
　　8.21　台風10号来襲
　　8.24　六条大橋完成（工費　48,000万円）
　　8.29　高志小学校運動場整地
　　10.　1　第11回国勢調査実施
　　　　　人口　11,234人　世帯数　2,729戸
　　10.10　経済連畜産センター完成
　　12.11　上板町開発公社設立認可
　　−−.−−　日吉橋事業費3,000万円で完成

1971（昭和46年）
　　1.　1　農業者年金制度実施
　　3.10　公営住宅　神宅団地　48戸竣工
　　3.25　上板町文化センター竣工
　　3.30　上板町教育集会所竣工　木造平家建　133㎡
　　3.31　第３簡易水道工事完成　高瀬，瀬部地区給水開始
　　5.　8　上板町長に松尾敏夫氏就任（再選）
　　9.24　上板町議会議員選挙　20名
　　10.20　上板中学校にＬＬ教室完成

1972（昭和47年）
　　1.　1　上板町　町章制定する
　　1.15　国鉄鍛冶屋原線廃止
　　1.31　公営住宅　神宅団地　48戸竣工
　　3.20　南保育所竣工
　　3.20　公営住宅　西分団地　12戸竣工
　　5.　3　稲岡美千代さん女子走り高跳に日本新記録で優勝
　　　　　（全日本）
　　7.20　農業委員会委員改選　18名
　　10.　6　上板町交通安全母の会結成
　　12.31　公営住宅　神宅団地　48戸竣工
　　−−.−−　盗人谷川を大山谷川と改称
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1973（昭和48年）
　　3.15　公営住宅　東光団地　12戸竣工
　　3.20　泉谷川橋竣工
　　3.31　公営住宅　青木団地　８戸　東光団地　12戸竣工
　　3.31　板野郡西部消防組合設立認可（上板町・板野町）
　　4.　1　豆陽工業ＫＫ徳島工場誘致
　　5.30　松島小学校屋内運動場竣工
　　　　　鉄筋コンクリート建　568㎡
　　5.31　町民体育館完成　鉄筋コンクリート建　1,059㎡
　　6.30　公営住宅　神宅団地　24戸竣工
　　7.15　西老人集会所竣工
　　8.30　南老人集会所竣工
　　10.　1　板野西部消防本部消防署発足　消防業務，救急業務開始
　　11.28　新宮川内谷川橋架設
　　12.30　公営住宅　神宅団地　24戸竣工
　　−−.−−　大山谷川の改修工事始まる

1974（昭和49年）
　　3.20　簡易水道を統合併せ高位地区給水工事を整備拡張
　　　　　上板町上水道とする（給水人口　12,000人）
　　3.25　東老人集会所竣工
　　3.31　公営住宅　神宅団地　24戸竣工
　　4.　1　板野町羅漢に西部消防署庁舎新築落成
　　4.　1　上板町同推協だより創刊
　　4.13　大山，神宅財産区議会議員選挙　定数各10名
　　5.　1　吉野木工㈲（家具工場）誘致
　　6.28　東光小学校校舎改築工事竣工
　　　　　鉄筋コンクリート２階建　1,514㎡
　　7.10　県立大山青少年野外活動センター竣工
　　　　　鉄骨コンクリート２階建　435g　野外ステージ　622㎡
　　　　　炊事場２野外トイレ２
　　7.15　ＫＫ南海ゴム上板工場誘致
　　7.25　大山谷川に大山谷橋架設
　　8.31　上板町開発公社を組織変更　上板町土地開発公社となる
　　9.　4　七条城跡　郡界名ほか町文化財指定
　　10.20　公営住宅　池田団地　６戸　青木団地　８戸　竣工
　　11.　2　社会福祉法人　上板町社会福祉協議会認可
　　11.23　上板町合併20周年記念式典
　　11.30　老人憩の家（ぎおん荘）落成
　　12.20　鍛冶屋原線廃線敷道路開通

1975（昭和50年）
　　1.31　高志小学校校舎竣工　鉄筋コンクリート２階建　802㎡
　　3.−−　神宅小学校校舎第１期工事竣工
　　　　　鉄筋コンクリート３階建　1,714㎡
　　3.15　乳児保育所新築工事竣工　４月１日業務開始　定員30名
　　3.31　東光老人集会所竣工
　　3.31　公営住宅　青木団地４戸竣工
　　5.　8　上板町長に富永貢氏就任
　　7.20　農業委員会委員改選　18名
　　8.20　上板中学校運動場夜間照明設備完成
　　9.24　上板町議会議員選挙　20名
　　10.　1　第12回国勢調査実施
　　　　　人口　11,676人　世帯数　2,967戸
　　12.　8　阿波銀行上板支店新築移転（旧鍛冶屋原駅跡）

1976（昭和51年）
　　2.24　上板中学校運動場整地
　　3.20　勤労青少年の家竣工　鉄骨平家建　182㎡
　　3.31　老人ルーム竣工
　　3.31　公営住宅　松木団地竣工
　　4. 1　上板町振興基本構想策定「高福祉農村の創造」
　　7.−−　御所カントリークラブ工事竣工
　　8.−−　上板町健康モデル地区普及活動はじまる
　　9.12　台風17号来襲　豪雨となり被害甚大
　　10.10　公営住宅　春日団地２戸竣工
　　10.31　神宅小学校校舎第２期工事竣工
　　　　　鉄筋コンクリート３階建　945㎡
　　11.25　畜産試験場内に桜　500本補植

1977（昭和52年）
　　3.23　公営住宅　春日団地４戸，横関団地18戸竣工
　　3.31　農村総合整備計画樹立
　　3.31　宮川内谷川に井利橋竣工
　　5.−−　大山財産区　宮ヶ谷外山林57.6ヘクタール購入
　　　　　2,300万円
　　6.20　上板町町史編纂委員会発足
　　8.10　高志小学校夜間照明設備竣工（24灯）
　　10.25　松島保育所増築工事竣工　定員150名
　　11.30　上板町文化センター２階増築工事竣工
　　−−.−−　畜産総合対策事業指定認可を受け畜産振興事業を進める

町民のくらしと文化町民のくらしと文化
朝早くから畑に出るおじいちゃん。商店街で元気に声をかけるおばちゃん。朝早くから畑に出るおじいちゃん。商店街で元気に声をかけるおばちゃん。
スポーツ・文化活動の練習に汗を流す子どもたち。スポーツ・文化活動の練習に汗を流す子どもたち。
そんな日々の営みが、町の文化を育ててきました。そんな日々の営みが、町の文化を育ててきました。



昭和53～62年
1978～1987

1978（昭和53年）
　　1.　8　第１回上板町文化祭開催
　　3.31　高志農協会館落成（1,099㎡）
　　3.31　消防団第２分団格納庫新設
　　4.　1　農村総合整備モデル事業着工　７ヶ年間　129,000万円
　　4.　1　水田利用再編第１期対策事業始まる（３ヶ年）
　　4.13　大山，神宅財産区議会議員選挙　定数各10名
　　6.30　公営住宅　横関団地18戸竣工
　　7.20　農業委員会委員改選　18名
　　9.11　高志小学校校舎竣工　鉄筋コンクリート２階建
　　　　　1,182㎡
　　11.28　地域農政特別対策事業地域指定認可
　　12.25　松島小学校特別教室新築竣工
　　　　　鉄筋コンクリート３階　1,190㎡
　　−−.−−　宮川内谷川改修工事完了着工以来24年間総事業費
　　　　　280,960万円
　　−−.−−　吉野川北岸畑地帯総合開発事業（畑総農道）着工
　　−−.−−　この年干害　被害甚大
　　−−.−−　松くい虫大発生　被害甚大

1979（昭和54年）
　　1.23　馬道会館　老人ルーム竣工
　　2.−−　東光幼稚園屋内遊戯場（旧講堂）小学校より転用　284㎡
　　3.31　新農業構造改善事業地域指定申請
　　4.　1　東光幼稚園保育室（旧講堂）西側に移転
　　5.　8　上板町長に富永貢氏就任（再選）
　　5.13　上板町総合落成式（昭和50年度～昭和53年度分）
　　5.21　広域組合ゴミ焼却場中央美化センター開設
　　　　　中央広域施設組合
　　9.23　上板町議会議員選挙　20名
　　12.26　東光小学校屋内運動場竣工　鉄筋コンクリート建
　　　　　601㎡
　　−−.−−　徳島～吉野線バイパス開通（瀬部～吉野川堤防間）
　　−−.−−　地域農業生産総合振興事業指定認可　工事着手

1980（昭和55年）
　　2.10　泉谷浦山山火事（21.5ヘクタール焼失）
　　2.26　豊倉銘木㈲工場誘致
　　3.−−　青木集会所新築工事
　　3.10　県道上板～引田線自衛隊施設隊の協力で泉谷～県境間開通
　　3.12　議会庁舎建設特別委員会設置
　　4.12　徳島地方法務局上板出張所新築移転
　　5.　1　阿北隔離病舎組合加入（11 ヶ町村）於市場町
　　5.14　新農業構造改善事業指定認可５ヶ年間
　　　　　総事業費　185,000万円

　　6.13　県畜産試験場本館新築落成
　　8.26　上板町青少年を守る母の会結成
　　10.　1　第13回国勢調査実施
　　　　　人口　12,074人　戸数　3,099戸
　　11.23　高福祉ニュー上板まつり（第１回）開催
　　−−.−−　畜産試験場に桜苗木500本補植
　　　　　併せ台山ぎおん荘周辺に補植
　　−−.−−　同和訪宅研修開始

1981（昭和56年）
　　2.28　椎本多目的研修集会所竣工
　　3.−−　滝ノ宮公会堂新築工事
　　3.20　神宅幼稚園舎新築工事竣工
　　　　　鉄筋コンクリート平家建　400㎡
　　4.−−　松島農協ライスセンター完成（地域農政特別対策事業）
　　4.−−　新庁舎・中央公民館建設諮問委員会設置（50名）
　　4.−−　水田利用再編第２期対策（３ヶ年）
　　7.20　農業委員会委員改選　19名
　　−−.−−　大山農協　穀類乾燥施設完成（新農構）
　　−−.−−　高志農協　野菜集荷施設完成（新農構）
　　8.12　農業を考える会発足
　　10.−−　上板町史　史料編刊行
　　11.23　第２回高福祉ニュー上板まつり及び婦人会創立20周年

記念大会開催

1982（昭和57年）
　　1.12　役場庁舎中央公民館新築工事着工
　　2.−−　松島幼稚園舎新築落成
　　　　　鉄筋コンクリート平家建　398㎡　（5,490万円）
　　2.26　高志小学校校舎増築工事　２教室竣工　165㎡
　　2.28　下六条多目的研修集会所竣工
　　3.−−　西原集会所新築工事
　　3.19　神宅小学校屋内運動場竣工　鉄筋コンクリート建
　　　　　681㎡
　　3.20　上水道高区送水施設改良工事完成
　　4.−−　神宅小学校旧講堂を神宅保育所に移管
　　4.12　大山，神宅財産区議会議員選挙　定数各10名
　　6.10　上板中学校運動場夜間照明増灯工事竣工（54灯になる）
　　8.21　全国中学校体操競技大会で上板中学校　３位入賞
　　10.10　上板町体育協会　文部大臣表彰を受ける
　　10.30　瀬部多目的研修集会所竣工　鉄骨平家建　185㎡
　　10.−−　公営住宅　神宅団地９号棟竣工
　　11.23　役場新庁舎・中央公民館落成式（竣工10月31日）
　　　　　鉄筋コンクリート３階建一部４階　3,583.325㎡
　　11.23　第３回高福祉ニュー上板まつり，旧庁舎を中心に開催
　　11.27　役場旧庁舎廃庁式　25年の歴史を閉じる



昭和53～62年
1978～1987

1983（昭和58年）
　　1.18　農村環境改善センター，婦人健康管理センター着工
　　1.31　大山農協会館落成
　　2.21　六条大橋取合道路竣工
　　2.−−　高志小学校屋内運動場改築工事着工
　　3.30　椎本地区圃場整備事業（昭和57年10月着工）竣工
　　5.　8　上板町長に富永貢氏就任（再選）
　　6.15　飯田商事ＫＫ工場誘致
　　7.　1　吉野川北岸農業用水幹線水路　上板町分着手
　　7.26　郷土を考える人づくり対策協議会発足
　　8.25　高志小学校屋内運動場竣工
　　　　　鉄筋コンクリート平家建　651㎡
　　9.25　上板町議会議員選挙　20名
　　10.−−　ヘルスパイオニアタウン事業指定
　　10.−−　上板町史　上巻発刊
　　11.27　第４回高福祉ニュー上板まつり開催
　　12.15　畜産総合対策事業指定

1984（昭和59年）
　　1.−−　オリエンテーリング・パーマネント・コース設定
　　3.−−　大規模湛水防除事業六条樋門機場竣工（昭和54年着工）
　　　　　総事業費　121,200万円
　　3.10　農村環境改善センター，
　　　　　婦人健康管理センター建設工事竣工
　　　　　鉄筋コンクリート２階建　2,345.75㎡
　　　　　工事費　40,754万円
　　3.22　上板町民憲章制定
　　4.　1　人権モデル地区指定
　　4.　1　農用地利用銀行スタート
　　4.26　水田利用再編第３期対策（３ヶ年）
　　5.12　上板町防犯推進委員協議会発足
　　6.　2　町武道場完成（神宅小学校旧講堂内）
　　7.　2　農業共済事業を合併し板野郡農業共済事務組合として発

足
　　7.　8　農村環境改善センター，婦人健康管理センター落成式
　　7.20　農業委員会委員改選　17名
　　7.29　第７回文化祭開催
　　10.　1　国民健康保険退職者医療制度発足
　　11.25　第５回高福祉ニュー上板まつり開催
　　12.−−　宮川内谷川左岸堤防上農免道路工事着手

1985（昭和60年）
　　1.10　上板町史下巻発行
　　1.−−　松島農協庁舎改築工事竣工
　　1.30　泉谷多目的研修集会所竣工　鉄骨平家建　185.01㎡
　　2.28　高志幼稚園舎新築工事竣工　鉄筋コンクリート　331㎡
　　3.10　栗ノ木地区圃場整備事業竣工　５ヘクタール
　　　　　6,478万円
　　3.31　上板町上水道佐藤塚水源地完成
　　　　　佐藤塚・第10地区給水事業着手
　　4.12　線刻如来坐像　県指定文化財となる（引野字泉野東14）
　　4.−−　四国縦貫自動車道　中心杭打設完了　上板工区　5.1㎞
　　5.10　上板町商工会館落成式
　　6.　8　鳴門大橋開通（故　中川虎之助代議士　建議による）
　　10.　1　第14回国勢調査実施
　　　　　人口　12,525人　世帯数　3,235戸
　　−−.−−　県果樹試験場上板分場庁舎改築工事着手
　　−−.−−　畑総農道工事全線完成（来春３月末日）
　　−−.−−　県営大規模農道全線完成（来春３月末日）
　　−−.−−　神宮寺開拓事業18ヘクタール完成
　　　　　（61年度12ヘクタール開拓）
　　11.　3　第８回文化祭開催
　　11.　3　第６回高福祉ニュー上板まつり開催
　　11.　3　合併30周年記念式典　功労者表彰
　　　　　町民のうた（歌詞）・町の花・町の木発表

1986（昭和61年）
　　1.14　上板町民の歌発表
　　3.25　地方改善施設整備事業西原下水排水路新設工事
　　4.　1　県営圃場整備事業「上板東部地区」事業着手
　　　　　45ヘクタール
　　4.　6　大山，神宅財産地区議会議員選挙　定数　各10名
　　4.20　上板町長に吉岡義人氏就任
　　4.20　上板町議会議員補欠選挙　定数２名
　　11.23　第１回町民体育祭
　　12.−−　東部環境整備組合解散

1987（昭和62年）
　　−−.−−　上板町歴史民俗資料館竣工
　　3.−−　板野・名西環境衛生組合協議会の廃止
　　4.　1　水田農業確立対策事業第１期スタート
　　7.20　農業委員会委員改選　18名
　　8.11　上板町四国縦貫自動車道対策協議会設立
　　9.20　上板町議会議員選挙　定数20名
　　9.−−　上板町長期振興計画策定（創造と生きがいの町）

町を支えた人々　消防団で40年。町を支えた人々　消防団で40年。
商工会で町のにぎわいを守ってきた人。商工会で町のにぎわいを守ってきた人。
それぞれの場所で、静かに、力強く町を支えてきた人たちがいます。それぞれの場所で、静かに、力強く町を支えてきた人たちがいます。



昭和63～
平成13年

1988～2001

1988（昭和63年）
　　3. 4　公営住宅建設事業　八坂団地新築工事24戸
　　3.31　野菜集出荷施設選果施設（松島農協）設立
　　3.31　大山スカイライン一部完成（延長1,849ｍ）
　　4.−−　四国縦貫自動車道周辺特別対策事業開始
　　5.19　四国縦貫自動車道設計協議完了に伴う確認書調印
　　9.12　上板町のイメージ図発表
　　11.−−　上板町・石井町環境衛生組合の解散

1989（平成元年）
　　2. 7　出口団地（国営土地改良事業）
　　3.−−　大型作業所　完成
　　3.−−　いこいの丘公園完成，いこいの丘墓地公園完成（300基）
　　3.24　地方改善施設整備事業大型作業場新築工事
　　4.−−　上板町立歴史民俗資料館開館
　　8.−−　全国高校総体（ウェイトリフティング開催）
　　12.20　スカイファーム（国営土地改良事業）

1990（平成２年）
　　2.−−　上板町老人福祉センター，デイサービスセンター完成
　　3.31　吉野川北岸農業用水幹線水路完成
　　3.−−　ふれあい広場（ゲートボール場　４面）完成
　　3.−−　山崎農地開発（国営土地改良事業）
　　4. 1　大山，神宅財産区議会議員選挙　定数　各10名
　　4. 1　水田農業確立対策事業　第２期スタート
　　4.15　上板町長に吉岡義人氏就任（再選）
　　4.29　上板町文化協会設立
　　6.−−　上板中学校　コンピュータ（41台）導入
　　　　　（ふるさと創生事業）
　　6.−−　上板町４小学校　ワープロ（36台）導入
　　　　　（ふるさと創生事業）
　　6.14　板名大橋架橋促進期成同盟会　設立
　　7.20　農業委員会委員改選　18名

1991（平成３年）
　　3.−−　東部圃場整備（45ヘクタール）完成
　　3.15　石井・上板・引田線整備促進期成同盟会　設立
　　3.27　地域改善対策農業基盤整備事業川東排水路新設工事
　　　　　Ｌ=900ｍ
　　3.31　農業農村活性化農業構造改善事業
　　　　　青果物芝選場（大山農協）
　　3.31　土地総鍛冶屋原地区圃場整備事業完了　10ヘクタール
　　3.31　川原田橋完成

　　4.−−　四国縦貫自動車道工事着手
　　5.−−　上板町シルバー人材センター開始
　　7.−−　ふれあいゴルフ場キャロットコース完成
　　9.22　上板町議会議員選挙　定数　20名
　　9.−−　上板町ファミリースポーツ公園　着工
　　12.−−　上板町ファミリースポーツ公園　温水プール着工

1992（平成４年）
　　3.　5　㈱サンテクノ（誘致）
　　3.31　町道４号線完成（六条提）
　　5.14　上板音頭の発表
　　5.15　平尾新墓地完成（104基）
　　6.　1　上板町上水道第２期改良事業配水管布設工事５ヶ年計画

実施（事業費総額　288,400千円）
　　9.　4　上板中学校大規模改造工事（第１期）教室棟完成
　　10.−−　上板町ファミリースポーツ公園　温水プール竣工
　　11.−−　上板町ファミリースポーツ公園完成

1993（平成５年）
　　2.−−　株式会社アサン　設立（第３セクター）
　　4.　1　水田営農活性化対策事業第１期スタート
　　7.20　農業委員会委員改選　17名
　　10.　1　ファームサービス事業により上板ファームサービス促進

協議会設立
　　10.−−　町道357号線改良工事　竣工
　　11.　6　第29回全国身体障害者スポーツ大会開催
　　11.　7　水泳競技大会
　　　　　（ファミリースポーツ公園）（皇太子・同妃殿下来庁）
　　11.30　上板中学校大規模改造工事（第２期）特別棟２，管理棟

完成
　　11.−−　中央環境整備組合へ加入
　　−−.−−　冷害による水稲凶作　上板町減収率35.2％

1994（平成６年）
　　3.17　四国縦貫自動車道（徳島自動車道）開通
　　　　　（藍住～脇町）間　32.1㎞
　　3.22　小集落地区改良事業
　　3.22　上板町文化センター第１分館完成
　　3.23　大山，神宅財産区議会議員選挙　定数各10名
　　3.30　四国縦貫自動車道周辺特別対策事業前谷橋改修工事竣工
　　3.−−　農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想制定
　　3.−−　小集落地区改良（約37億８千万円）
　　4.　1　航空写真による地番図，地目図，家屋図の作成並びに宅

地画地計算の実施
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　　4.　3　上板町長に吉岡義人氏就任（再選）
　　4.　3　上板町議会議員補欠選挙　２名
　　6.−−　上板町長期振興計画基本構想見直し
　　9.　9　東光小学校校長室トイレ新設及び職員室拡張
　　9.27　松島小学校勤労生産学習及びプール設備用地購入
　　　　　547㎡
　　9.−−　町道６号線　宮ヶ谷１号橋，２号橋　竣工
　　10.−−　訪問入浴サービス事業開始
　　11.24　上板中学校大規模改造工事（第３期）体育館他完成
　　12.　1　認定農業者制度スタート（上板町）
　　−−.−−　大干ばつ状況下で米豊作

1995（平成７年）
　　2.28　上板中学校バックネット他施設設備工事完成
　　3.12　隣保館における地域内高齢者給食サービス開始
　　3.−−　老人福祉センター多目的研究室完成
　　3.−−　上板中学校周辺道路整備竣工　幅員５ｍ　延長530ｍ
　　4.−−　上板町青空博物館構想推進協議会発足
　　5.14　合併40周年記念式典　功労者表彰
　　8.　1　上板サービスエリア　オープン

1996（平成８年）
　　4.−−　合併処理浄化槽設置工事着工
　　4.30　上板町四国縦貫自動車道対策協議会　解散
　　5.　1　県営圃場整備事業上板東部地区　竣工
　　6.−−　徳島県シルバー大学校北部第２分校を上板に開設
　　6.−−　国営農地防災事業　開始
　　7.20　農業委員会委員改選　18名
　　11.18　ふれあいの里テーマセンター　着工

1997（平成９年）
　　4.　1　行政手続条例　施行
　　8.　8　第24回　日独スポーツ少年団同時交流
　　9.−−　㈱アスカ（産業機械部品製造）　誘致
　　12.−−　「技の館・アサン工房」完成
　　−−.−−　町道１号線の大規模改良工事　着工
　　−−.−−　公営住宅　青木更新住宅建設　12戸１棟　８戸１棟

1998（平成10年）
　　3.22　大山，神宅財産区議会議員選挙　定数各10名
　　3.28　「技の館」落成祝賀会　開催
　　3.28　上板風神太鼓振興会　発足
　　3.−−　台山３号配水池　完成

　　4.　1　古紙の集団回収計画策定
　　4.20　上板町長に吉岡義人氏　就任（再選）
　　5.−−　「とくしま藍フェスタ」開催
　　5.−−　上板町在宅介護支援センター　完成
　　5.26　「わかばパークドーム」完成
　　7.　1　ボランティアセンター　設立
　　−−.−−　上板町障害者福祉計画　策定
　　11.16　天皇皇后両陛下　ご来町
　　11.18　上板町高齢者交通安全いきいきクラブ　結成

1999（平成11年）
　　3.−−　台山２号配水池　完成
　　5.31　メンタルヘルスボランティア「たんぽぽ」結成
　　7.−−　第１回石垣市・上板町観光物産友好交流フェア開催
　　7.20　農業委員会委員改選　19名
　　8.　1　上板町食生活改善推進協議会発足
　　9.26　上板町議会議員選挙　定数18名
　　10.−−　要介護認定の申請受付開始
　　12.−−　徳島自動車道上板サービスエリア　バスストップ完成

2000（平成12年）
　　2.−−　光食品株式会社（ソース類製造）　誘致
　　3.−−　上板町防災行政無線通信施設　開局
　　4.　1　介護保険制度　実施
　　10.　6　上板町と沖縄県石垣市との友好交流・ゆかりのまち提携

調印式
　　10.−−　行幸啓記念碑　建立
　　−−.−−　リサイクルセンター業務　開始
　　11.−−　新上板橋　完成
　　12.26　災害救援ボランティア　結団
　　12.26　「いちょう家族会」発足

2001（平成13年）
　　−−.−−　上板行動計画「人権教育のための国連10年」　策定
　　3.−−　上板町総合計画策定
　　3.30　東老人集会所　完成
　　4.−−　家族介護支援事業　開始
　　4.−−　家電リサイクル法　施行
　　5.10　農業集落配水処理区　通水式挙行
　　7.　3　上板町東老人集会所落成祝賀式
　　−−.−−　上板町地球温暖化対策実行計画策定
　　12.−−　赤鳥居橋架け替え工事　着工

上板町の風景と四季上板町の風景と四季
春の桜並木、夏の吉野川、秋の稲穂、冬の霧。春の桜並木、夏の吉野川、秋の稲穂、冬の霧。
どの季節にも、上板町らしい静けさと美しさがあります。どの季節にも、上板町らしい静けさと美しさがあります。

日付順に
修正しました
（7.20を8.1の
上へ移動）

kami279
スタンプ



2002～2014

平成14～26年

2002（平成14年）
　　3.−−　第１回阿波えらいやっちゃツーデーウォーク　開催
　　3.13　上板町南老人集会所及び上板町いちょうの家　完成
　　3.19　高志消防コミュニティセンター　完成
　　4.　1　上板町長に吉岡義人氏　就任（再選）
　　4.　1　上板町さくら保育所　開所
　　4.　1　精神障害者居宅介護事業　開始
　　4.　7　大山，神宅財産区議会議員選挙　定数各10名
　　6.−−　上板町ＩＴセンター　完成
　　6.−−　徳島県シルバー大学校北部第２分校を「シルバー大学校

上板校」に改称
　　7.20　農業委員会委員改選　17名
　　8.−−　上板町まちづくり委員会発足
　　9.29　上板町中学校　元プロ野球選手による町内野球教室　開催
　　10.　1　就業構造基本調査　実施
　　−−.−−　重度身体障害者移動支援事業　開始
　　11.−−　第16回全国健康福祉祭徳島大会ソフトボール交流リ

ハーサル大会実施

2003（平成15年）
　　3.20　西分老人集会所　完成
　　3.24　上板町情報公開条例
　　8.−−　住民基本台帳ネットワークシステム　開始
　　8.−−　水道課庁舎　完成
　　8.28　さくら保育所　チャイルドシート着用モデル保育所に指

定
　　9.21　上板町議会議員選挙　定数18名
　　9.−−　赤鳥居橋架け替え工事　完成
　　10.−−　第16回全国健康福祉祭徳島大会
　　　　　（ねんりんピック徳島2003）ソフトボール交流大会　開催
　　−−.−−　上板文化センター「上板人権センター」に改称

2004（平成16年）
　　1.30　「さくら親の会」発足
　　2.−−　浄水場移設工事　完成
　　4.−−　上板町の公務員倫理に関する条例
　　10.20　台風23号襲来　避難勧告
　　　　　避難指示　798世帯　2,609人　避難者　92世帯　247人
　　12.　5　上板町人権フェスティバル　開催

2005（平成17年）
　　1.　1　自動車リサイクル法　スタート（施行）
　　3.25　日本国際博覧会（愛知万博）｢愛・地球博｣ が開幕（９

月25日まで開催）
　　3.−−　「上板町次世代育成支援行動計画」策定
　　4.　1　個人情報保護法全面施行
　　7.−−　中央広域環境センター（新ごみ処理施設）竣工
　　7.20　農業委員会委員改選　19名
　　10.−−　エルサルバドル　国際交流（Ｈ15 ～Ｈ17）（JICA）
　　10.29　合併50周年記念式典　功労者表彰（上板中学校体育館）

2006（平成18年）
　　2.28　松島小学校校舎新築工事　竣工
　　3.31　大山，神宅財産区議会議員選挙　定数各10名
　　3.31　松島消防コミュニティセンター竣工
　　3.−−　「上板町老人保健福祉計画・介護保険事業計画」
　　　　　（平成18年度～平成20年度）策定
　　4.　1　上板町地域包括支援センター　新設
　　4.　9　上板町議会議員補欠選挙　定数１名
　　4.20　上板町長に松尾國玄氏就任
　　4.−−　地球温暖化防止策の一環によるゴーヤーの ｢緑のカーテ

ン｣ 開始
　　10.19　上板町消防団第２分団　第20回全国消防操法大会出場

2007（平成19年）
　　2.　1　徳島県後期高齢者広域連合 設立
　　2.　1　阿北環境整備組合加入
　　3.−−　｢健康かみいた21｣ 策定
　　3.−−　「上板町障害者計画・障害福祉計画」策定
　　8.　6　日新酒類株式会社　操業開始
　　9.16　上板町議会議員選挙　定数16名
　　10.　1　郵政民営化スタート

2008（平成20年）
　　3.13　｢緑のカーテン｣ への取り組みで平成19年度地域づくり

総務大臣表彰受賞
　　4.　1　徳島県後期高齢者医療制度スタート
　　4.27　上板町長に納田伸春氏就任
　　7.20　農業委員会委員改選　19名
　　12.　7　上板町人権フェスティバル　開催
　　12.14　ヒューマンフェスタ上板2008　開催



2002～2014

平成14～26年

2009（平成21年）
　　3.−−　「上板町高齢者福祉計画・介護保険事業計画」
　　　　　（平成21年度～平成23年度）策定
　　3.−−　「上板町第２期障害福祉計画」策定
　　4.　1　上板ふれあいクラブスタート
　　7.22　上板町旧神宅保育所（現上板町神宅学童保育施設）耐震

改修工事完成
　　8.　7　四国88カ所第６番札所安楽寺の安楽寺方丈が国登録有

形文化財に登録
　　9.11　上板中学校グラウンド照明整備工事　竣工
　　9.30　上板町ファミリースポーツ公園温水プール改修工事　竣工
　　10.−−　住民税の年金からの特別徴収　開始
　　10.29　上板中学校校舎耐震補強工事　竣工
　　12.　6　上板町人権フェスティバル　開催

2010（平成22年）
　　1.　1　｢日本年金機構｣ スタート
　　2.24　上板中学校屋内運動場改築及び新増築等工事　竣工
　　3.−−　上板町内小中学校情報通信技術（ICT）環境整備事業　

完了
　　3.　5　上板中学校創立50周年・体育館落成記念式典
　　3.28　大山，神宅財産区議会議員選挙　定数各10名
　　3.31　大山消防コミュニティセンター竣工
　　3.31　「上板町次世代育成支援行動計画」（後期行動計画）策定
　　10.27　上板町子ども・若者相談支援センター「あい」
　　　　　（上板町子ども・若者支援地域協議会）設立
　　11.26　上板中学校特別教室棟耐震改修工事（北棟，南棟）　竣工
　　11.26　上板中学校渡り廊下改修工事　竣工
　　11.30　高志小学校校舎棟改修工事（東棟）　竣工
　　12.　7　東光小学校校舎棟改修工事　竣工
　　12.　8　上板町消防団第１分団，第２分団，第３分団のポンプ車

３台購入
　　12.10　神宅小学校耐震改修他工事　竣工
　　12.14　上板中学校太陽光発電設置工事　竣工

2011（平成23年）
　　1.20　高志小学校校舎棟改修工事（西棟）　竣工
　　1.26　大山寺本堂・大師堂・回廊・鐘楼門の四棟が国登録有形

文化財に登録
　　3.18　台山高区配水池築造工事　竣工
　　4.　1　全国瞬時警報システム（J-ALERT）の運用開始
　　7.20　農業委員会委員改選　19名

　　9.18　上板町議会議員選挙　定数14名
　　12.14　松島小学校屋内運動場耐震改修他工事　竣工

2012（平成24年）
　　3.15　高区配水池　完成
　　3.16　東光小学校プール改修工事　竣工
　　3.−−　「上板町高齢者福祉計画・介護保険事業計画」
　　　　　（平成24年度～平成26年度）策定
　　3.−−　「上板町第３期障害福祉計画」策定
　　4.27　上板町長に納田伸春氏就任（再選）
　　5.　2　高志幼稚園防水等改修工事　竣工
　　7.　1　地域おこし協力隊　始動
　　7.　6　上板町ファミリースポーツ公園温水プール天井改修他
　　　　　工事　竣工
　　12.　9　上板町人権フェスティバル　開催
　　12.17　松島小学校プール改修工事　竣工

2013（平成25年）
　　3.−−　「第２期　健康かみいた21」策定
　　9.　4　神宅小学校特別教室内部改修工事
　　9.25　東光小学校屋内運動場改修工事　竣工
　　9.25　東光小学校合併処理浄化槽設置工事　竣工
　　10.　3　松島小学校外構改修工事　竣工
　　10.　3　松島幼稚園・小学校外構改修工事　竣工
　　10.　9　神宅幼稚園改修工事　竣工
　　10.20　上板町長に七條　明氏就任

2014（平成26年）
　　3.　3　上板町観光イメージキャラクター決定　命名「かきじぃ」
　　3.31　上板町消防団第６分団詰所　竣工
　　4.　7　上板中学校特別支援教室改修他工事　竣工
　　4.15　大山，神宅財産区議会議員選挙　定数各10名
　　5.30　上板町松島学童保育施設・上板町高志学童保育施設完成
　　6.30　上板町東光学童保育施設完成
　　7.20　農業委員会委員改選　18名
　　9.29　松島小学校特別教室棟改修工事　竣工
　　9.30　高志小学校屋内運動場改修工事　竣工
　　9.30　高志小学校教室棟合併処理浄化槽設置工事　竣工
　　10.−−　馬道会館　改修工事　着工

町民からのメッセージ町民からのメッセージ
「この町で生まれてよかった」「子育てしやすい町です」「この町で生まれてよかった」「子育てしやすい町です」
「静かだけど、あたたかい」町民の声が、町の魅力を語ってくれます。「静かだけど、あたたかい」町民の声が、町の魅力を語ってくれます。



平成27～
令和7 年

2015～2025

2015（平成27年）
　　1.−−　馬道会館　改修工事　竣工
　　3.31　板野郡西部学校給食組合解散
　　3.−−　「上板町子ども・子育て支援事業計画」
　　　　　（平成27年度～平成31年度）策定
　　3.−−　「上板町高齢者福祉計画・介護保険事業計画」
　　　　　（平成27年度～平成29年度）策定
　　3.−−　「上板町障がい者計画・第４期障がい福祉計画」策定
　　4.　1　上板町単独学校給食開始
　　4.　1　上板中学校空調整備工事　着工
　　4.30　上板町消防団第４分団詰所　竣工
　　9.13　上板町議会議員選挙　定数14名
　　9.24　上板町消防団第４分団，第５分団，第６分団のポンプ車

３台購入
　　11.14　合併60周年記念式典　功労者表彰
　　　　　（上板町農村環境改善センター・多目的ホール）
　　12.28　上板町学校給食センター　竣工

2016（平成28年）
　　2.−−　上板町総合戦略　策定
　　2.　9　戸田家住宅　重要文化財に指定
　　4.　8　とくしま上板熱中小学校　開校
　　4.−−　上板町内４幼稚園給食開始

2017（平成29年）
　　3.−−　上板町総合計画 策定
　　3.　3　上板町文化センター新築他工事　着工
　　6.−−　東光小学校相談室増設工事　竣工
　　7.20　農業委員会委員改選　14名
　　8.30　技の館（熱中小学校）空調改修工事　竣工
　　9.−−　神宅小学校体育館改修工事　竣工
　　10.20　上板町長に松田卓男氏就任
　　11.16　上板町文化センター新築他工事　竣工
　　　　　木造耐火構造平屋建 355 ㎡
　　−−.−−　上板町内４幼稚園・小学校校舎空調設備工事　竣工

2018（平成30年）
　　3.12　技の館星空観察及びドローン基地整備工事　竣工
　　3.22　技の館藍の寝床建築工事　竣工
　　3.25　大山，神宅財産区議会議員選挙　定数各10名
　　4.　1　「第７期上板町高齢者福祉計画・介護保険事業計画」策定

　　4.　1　「第５期障がい福祉計画・第１期障がい児福祉計画」策定
　　6.−−　七條橋　竣工

2019（令和元年）
　　3.−−　「上板町自殺対策計画」策定
　　6.23　かみいた防災フェスタ2019　開催
　　9.15　上板町議会議員選挙　13名

2020（令和２年）
　　3.−−　第２期上板町総合戦略　策定
　　　　　上板町人口ビジョン（2020年策定版）策定
　　4.　1　「第２期上板町子ども・子育て支援事業計画」策定
　　6.　2　日本酪農協同株式会社工場立地にかかる覚書締結
　　7.20　農業委員会委員改選　14名
　　11.16　保健相談センター竣工

2021（令和３年）
　　1.27　上板町役場庁舎１階 LED化
　　3.23　上板町農村環境改善センター（農村婦人健康管理セン

ター）　乾式トイレ改修工事
　　3.26　旧公民館取り壊し
　　3.30　上板町役場庁舎トイレ洋式化
　　3.31　上板町学校 LAN構築整備事業　竣工
　　3.31　上板町学習者用コンピューター等機器整備　竣工
　　4.　1　技の館指定管理者制度導入
　　4.　1　農業水利施設保全対策事業　着工（六條排水機場）
　　4.　1　「第８期上板町高齢者福祉計画・介護保険事業計画」策定
　　4.　1　「上板町地域福祉計画」策定
　　10.　4　上板町ファミリースポーツ公園　複合遊具設置
　　　　　（鉄製遊具）
　　10.20　上板町長松田卓男氏２期目就任
　　11.24　ゆかりのまち上板・石垣提携20周年記念式典
　　　　　【モニュメント除幕式】（沖縄県石垣市役所）
　　11.26　ゆかりのまち上板・石垣提携20周年記念品贈呈式
　　　　　（上板町保健相談センター・多目的ホール）

2022（令和４年）
　　1.21　災害時における災害廃棄物処理等の協力に関する協定締

結（ジェムカ株式会社）
　　1.21　災害発生時のごみ処理に関する協定締結（吉野川市・阿

波市・板野町・上板町と徳島県産業資源循環協会）
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　　3.−−　第３次上板町総合計画後期計画　策定
　　3.−−　上板町勢要覧2022　発刊
　　3.27　大山、神宅財産区議会議員選挙　定数各10名
　　3.30　「ゆかりのまち上板・石垣提携20周年記念誌」発刊
　　3.31　上板町役場庁舎空調改修
　　4.　1　上板町農業集落排水施設整備事業機能強化工事　着工
　　5.−−　県道船戸切幡上板線拡幅工事（安楽寺北）　竣工
　　11.　3　かみいた防災フェスタ2022　開催
　　11.22　上板町ファミリースポーツ公園　複合遊具設置
　　　　　（アルミ遊具）
　　11.25　上板町役場庁舎３階 LED化・上板町議場天井改修

2023（令和５年）
　　4.18　上板町と大塚製薬株式会社との健康増進に関する包括連

携協定締結
　　5.　1　水道料金改定
　　7.20　農業委員会委員改選　14名
　　9.24　上板町議会議員選挙　12名
　　10.15　かみいた防災フェスタ2023　開催
　　12.21　上板町ファミリースポーツ公園　スプリング遊具設置

2024（令和６年）
　　2.29　台山山頂高架水槽解体
　　3.−−　「第2期上板町自殺対策行動計画」策定
　　3.　1　さくら保育所改修工事　竣工
　　3.20　上板町内幼・小・中コロナ対策トイレ改修工事　竣工
　　3.31　上板町リサイクルセンター　竣工
　　4.　1　「第９期上板町高齢者福祉計画・介護保険事業計画」策定

　　8.30　上板中学校体育館空調設備事業　竣工
　　11.11　上板町と明治安田生命との「私の地元応援募金」贈呈式

及び「健康増進に関する連携協定」の締結
　　11.18　上板町ファミリースポーツ公園 星形登はん棒設置
　　11.30　かみいた防災フェスタ2024　開催
　　12.　1　さくら保育所給食調理等民間委託開始

2025（令和７年）
　　2.25　上板町役場庁舎南側屋上防水工事
　　4.　1　「第３期上板町子ども・子育て支援事業計画」策定
　　5.30　上板町役場庁舎受変電設備及び発電設備改修工事　着工
　　6.　9　上板町上下水道第3期拡張工事　着工
　　7.−−　上板町内小中学校施設照明 LED化事業　着工
　　7.　6　願成谷池廃止
　　7.18　石垣市・上板町ゆかりのまち提携25周年記念式典・
　　　　　交流会
　　10.20　上板町長松田卓男氏3期目就任
　　10.23　上板町（徳島県、日本）とヨルダン・ハシミテ王国との

友好覚書を締結
　　11.−−　上板町ファミリースポーツ公園 ピクニックベンチ設置
　　11.15　かみいた防災フェスタ2025　開催
　　12.13　上板町町制施行70周年記念式典　功労者表彰
　　　　　（上板中学校体育館）

上板町保健相談センター

町制60周年記念式典 町制60周年記念事業（力餅）町制60周年記念事業（八坂クラブ）

石垣市・上板町ゆかりのまち提携25周年記念式典 かみいた防災フェスタ2025

上板町（徳島県、日本）とヨルダン・ハシミテ王国
との友好覚書を締結　　　　　　　　　



４つの
基本目標

上板町の人口は、今では約11,000 人。
昔と比べて、少しずつ変わってきました。
数字の中にも、町の物語があります。

上板町の人口は、今では約11,000 人。
昔と比べて、少しずつ変わってきました。
数字の中にも、町の物語があります。

社人研の推計に準拠したパターン１によると、2045年には 7,276人、2065年には4,525人になると推計されています。

パターン１（社人研推計準拠）の総人口推計

第２期上板町総合戦略

～まち・ひと・しごと創生～

〈４つの基本目標〉
まち・ひと・しごとの創生を一体的に進めます

上板町総合計画

上
板
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

第
１
期
総
合
戦
略
の

振
り
返
り

上板町へ
さまざまな人を呼びこみ、

町を元気にする

～まち・ひとの創生～
全世代が協力して、

結婚・出産・子育てを支援する
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外から稼ぎ、
内部で循環させる上板町の
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パターン１

データで見る上板町こどもたちの未来

上板町における将来人口の推移と分析

基本目標の体系図
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子どもたちの夢は、町の未来そのものです。
その声に、私たちは耳を傾けていきたいと思います。

「大きくなったら、看護師になりたい」

「上板町でお店をひらきたい」

く
れ
ま
す
。
ま
た
、
私
が
病
気
に
か
か
っ
た

と
き
に
は
、
家
族
の
中
で
一
番
心
配
し
て
く

れ
ま
す
。
以
前
、
私
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

か
か
っ
た
と
き
に
は
、
朝
も
お
昼
も
ご
飯
を

持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
い

け
る
で
、
ほ
し
い
物
が
あ
っ
た
ら
言
う
て

よ
。」
と
、
一
日
に
何
回
も
電
話
を
か
け
て

く
れ
、
は
げ
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、

家
に
一
人
で
い
た
の
で
、
と
て
も
心
強
か
っ

た
で
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
私
の
こ
と
を
大
切
に
し

て
く
れ
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
本
当
に
自
ま

ん
の
で
き
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
す
。

　で
も
、
私
に
は
一
つ
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
私
は
自
ま
ん

で
き
る
孫
に
な
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
小
学
生
の
私
に
で
き
る
の

は
、
勉
強
を
が
ん
ば
っ
た
り
、
何
事
に
も
挑

戦
し
た
り
、
周
り
の
友
達
を
大
切
に
し
た
り

し
て
、
今
を
生
き
生
き
と
生
活
す
る
こ
と
で

す
。
私
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
、
は
ず
か
し
く
な
い
生
き
方
を
見
せ
て

い
き
た
い
で
す
。

　こ
れ
か
ら
先
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
は
、
ず
っ
と
楽
し
く
過
ご
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

私
が
就
職
し
て
働
く
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
今

ま
で
の
こ
と
を
恩
返
し
す
る
か
ら
ね
。

　私
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
大
好
き
で
す
。
お
父
さ
ん
の
方
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
お
母
さ
ん
の

方
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
と

て
も
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
。
特
に
、
お
母
さ

ん
の
方
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
私
が
小
さ
い

と
き
か
ら
ず
っ
と
お
世
話
を
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ワ
カ
メ
を
ふ
く
ろ
に

つ
め
て
、
注
文
し
て
く
れ
た
方
に
送
る
と
い

う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
家

事
や
、私
の
お
母
さ
ん
が
仕
事
の
と
き
に
は
、

私
と
お
兄
ち
ゃ
ん
の
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
勉
強
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
ら
分
か
る
ま
で
丁
寧
に
教
え
て
く
れ

ま
す
。
七
十
才
を
過
ぎ
て
い
る
の
に
、
朝
か

ら
晩
ま
で
働
い
て
い
ま
す
。
私
は
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
「
も
う
一
人
の
お
母
さ
ん
」
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
今
ま
で
介
護
し
て
き

た
人
を
見
て
い
ま
す
。
私
が
特
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
学
校
や
習
い
事
の
送

り
む
か
え
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
時
間
に

余
裕
が
あ
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
予
定
が

あ
っ
て
時
間
に
余
裕
が
な
い
と
き
で
も
、
い

や
な
顔
一
つ
し
な
い
で
送
り
む
か
え
を
し
て

私
の
大
切
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん

　
　
　
　と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

松
島
小
学
校  

六
年
　加
茂
　
　菫

た
で
す
。

　他
に
も
、
楽
し
か
っ
た
お
や
つ
作
り
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ド
ー
ナ
ツ
作
り
で
す
。

初
め
て
作
っ
た
ド
ー
ナ
ツ
は
黒
焦
げ
に
な
っ

て
失
敗
し
た
け
ど
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら「
黒

焦
げ
に
な
っ
て
し
ま
う
前
に
、
火
を
止
め
た

ら
黒
焦
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
な
る
よ
。」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
あ
と
は
、
焦
げ

る
こ
と
な
く
、
お
い
し
そ
う
な
色
の
ド
ー
ナ

ツ
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
お
か
げ
で
、
得
意
じ
ゃ
な
か
っ
た

料
理
が
、
得
意
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
優
し
く
て
、

元
気
で
、
そ
し
て
料
理
が
上
手
で
す
。
そ
ん

な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
私
は
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
は
恥
ず
か
し
く
て
、
伝
え
て
い
な
い

け
ど
、
今
度
会
う
と
き
は
、
私
の
気
持
ち
を

ち
ゃ
ん
と
伝
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　い
つ
も
優
し
く
て
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

料
理
が
と
て
も
上
手
で
、
一
緒
に
ハ
ン
バ
ー

グ
や
ド
ー
ナ
ツ
を
作
っ
た
時
は
と
て
も
楽
し

か
っ
た
よ
。私
は
、料
理
が
上
手
じ
ゃ
な
か
っ

た
け
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
丁
寧
に
教
え
て

く
れ
た
お
か
げ
で
、
上
手
に
な
っ
た
し
得
意

に
も
な
っ
た
よ
！
こ
れ
か
ら
は
、
と
き
ど
き

お
母
さ
ん
の
代
わ
り
に
料
理
も
し
て
み
る
よ
。

そ
し
て
、
本
当
の
母
に
な
っ
た
と
き
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、
自
分
の
子
供
に
、
い

ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
、

今
か
ら
料
理
を
研
究
し
て
い
く
よ
！
こ
れ
か

ら
も
健
康
で
長
生
き
し
て
ね
。
ず
っ
と
大
好

き
だ
よ
。

　私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
今
年
で
六
十
五

歳
に
な
り
ま
す
。
私
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
く
と
、い
つ
も「
お

か
え
り
」
と
言
っ
て
、
笑
顔
で
私
を
迎
え
て

く
れ
る
優
し
く
て
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で

す
。　母

が
休
日
に
仕
事
に
行
く
と
き
、
私
と
妹

は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
で
留
守
番
を
し
ま
す
。

そ
の
と
き
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
昼

ご
飯
を
作
っ
た
り
、
お
や
つ
を
作
っ
た
り
し

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
心
に
残
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
と
妹
が
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
ハ
ン
バ
ー
グ
を
作
っ
た

こ
と
で
す
。
ハ
ン
バ
ー
グ
を
お
い
し
く
作
る

の
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
作
っ
た
ら
、
と
っ
て

も
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。
作
っ
て
い
る
と

き
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
私
た
ち
に
た
く
さ

ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
ま
し
た
。
た
と
え

ば
、
玉
ね
ぎ
の
切
り
方
で
す
。
私
が
一
人
で

切
っ
た
ら
、
長
さ
や
形
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り

ま
し
た
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
長
さ
を
均

一
に
す
る
た
め
に
、
丁
寧
に
ゆ
っ
く
り
と

切
っ
た
ら
き
れ
い
な
み
じ
ん
切
り
に
な
る

よ
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
と
に
、
も
う
一
度
切
っ
て
み
ま

し
た
。最
初
は
ま
だ
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
け
ど
、

だ
ん
だ
ん
と
長
さ
や
形
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。

き
れ
い
に
切
れ
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
か
っ

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

高
志
小
学
校  

六
年
　武
知
　莉
奈

朝
、
登
校
す
る
と
き
に
は
「
お
は
よ
う
。」、

下
校
の
時
に
は
、「
さ
よ
う
な
ら
。」
と
元
気

に
あ
い
さ
つ
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。ぼ
く
が
、

車
に
乗
っ
て
登
下
校
し
て
い
る
と
き
も
、
車

を
見
か
け
る
と
、
旗
を
振
っ
て
あ
い
さ
つ
し

て
く
だ
さ
る
こ
と
も
、う
れ
し
い
瞬
間
で
す
。

　ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、他
の
地
域
で
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
、
見
守
り
隊

を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な

の
登
下
校
を
見
守
っ
て
い
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん

を
、
ぼ
く
は
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

　ぼ
く
も
、
将
来
、
地
域
の
た
め
に
、
何
か

で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
普
段

か
ら
、
友
達
の
和
を
大
切
に
し
、
見
守
り
隊

の
み
な
さ
ん
み
た
い
に
、
み
ん
な
の
た
め
を

思
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　ぼ
く
た
ち
が
で
き
る
、
見
守
り
隊
の
方
へ

の
感
謝
の
伝
え
方
は
、
安
全
に
登
下
校
を
す

る
こ
と
、
大
き
な
声
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
。」「
さ
よ
う
な
ら
。」
と
あ
い
さ
つ
を

返
す
こ
と
で
す
。
見
守
り
隊
の
み
な
さ
ん
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
ぼ
く
も
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　ぼ
く
の
地
域
に
は
、
見
守
り
隊
の
み
な
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
見
守
り
隊
の
み

な
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
安
全
に
、
安

心
し
て
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
ぼ
く
た
ち
を
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
暑
い
日
も
、
寒
い

日
も
、
子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
、
見
守
り
を
続
け
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　ぼ
く
は
、
野
球
を
し
て
い
ま
す
。
見
守
り

隊
の
方
も
、
そ
れ
を
知
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

て
、歩
い
て
帰
っ
て
い
る
と
き
に
、「
今
日
は
、

練
習
あ
る
ん
。」「
前
の
試
合
、
勝
っ
て
い
た

ね
。」な
ど
、話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

全
校
の
子
ど
も
た
ち
は
た
く
さ
ん
い
る
の

に
、
ぼ
く
が
野
球
を
し
て
い
る
こ
と
を
覚
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
の
こ

と
を
覚
え
て
い
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と

感
じ
ま
し
た
。
見
守
り
隊
の
み
な
さ
ん
は
、

見
守
り
隊
の
み
な
さ
ん
へ
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の
名
前
を
呼
ん
で
く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
私
に

と
っ
て
、
い
つ
も
嬉
し
い
瞬
間
で
す
。
二
人

は
い
つ
も
温
か
く
私
を
見
守
り
、
優
し
く
寄

り
そ
っ
て
く
れ
ま
す
。

　私
が
小
さ
い
頃
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

歩
く
と
き
に
杖
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は

な
ぜ
必
要
な
の
か
疑
問
に
思
っ
て
い
て
、
た

だ
の
遊
び
道
具
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
ん
な
あ
る
日
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が
手
術
を

し
ま
し
た
。
手
術
は
無
事
に
成
功
し
、
じ
い

ち
ゃ
ん
は
、
毎
日
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。そ
し
て
、私
が
小
学
三
年
生
に
な
っ

た
頃
、
杖
が
体
を
支
え
る
大
切
な
道
具
だ
と

よ
う
や
く
理
解
し
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
、

杖
を
大
事
に
し
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
じ
い
ち
ゃ
ん
が
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い

る
と
き
、
ど
れ
ほ
ど
大
変
だ
っ
た
の
か
と
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
小
学
五
年

生
の
時
に
は
、
目
が
見
え
に
く
い
人
や
見
え

な
い
人
の
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。
ア
イ
マ

ス
ク
を
つ
け
る
と
、
視
界
は
真
っ
暗
で
前
も

見
え
ず
、
と
て
も
不
安
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
白
杖
の
使
い
方
や
盲
導
犬
の
利
用
に

つ
い
て
も
勉
強
し
ま
し
た
。
私
は
、
目
が
見

え
な
い
人
は
み
ん
な
杖
を
使
っ
て
生
活
し
て

い
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う

で
は
な
く
、
白
杖
を
持
っ
た
り
、
誰
か
の
腕

を
持
っ
た
り
と
、
杖
以
外
に
も
様
々
な
工
夫

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
も
温
か
く
送
迎
し
て

く
れ
、
優
し
く
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
じ
い
ち
ゃ
ん
を
、
心
か
ら
大
切
に

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
二
人
が
い
つ
ま

で
も
元
気
で
い
て
く
れ
る
こ
と
を
、
私
は
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

高
志
小
学
校
の
近
く
に
住
ん
で
い
ま
す
。
私

の
自
慢
の
人
は
、
何
と
言
っ
て
も
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
す
。ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
明
る
く
て
、

料
理
が
と
て
も
上
手
で
す
。特
に
、ば
あ
ち
ゃ

ん
が
作
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
、
温
か
く
て
甘

い
香
り
が
し
て
、
本
当
に
美
味
し
い
で
す
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
く
と
、
い
つ
も
あ
の

甘
い
カ
レ
ー
の
匂
い
が
し
て
、
そ
れ
だ
け
で

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、私
の
習
い
事
の
送
迎
も
し
て
く
れ
ま
す
。

車
か
ら
降
り
る
時
、「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。

頑
張
っ
て
ね
。」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
声
で
私
は
い
つ
も
頑
張
る
力
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
植
物
を
育
て
る

の
も
好
き
で
、
い
つ
も
丁
寧
に
世
話
を
し
て

い
ま
す
。
家
の
外
に
は
色
と
り
ど
り
の
花
が

咲
い
て
い
て
、
そ
の
花
を
見
る
た
び
に
、
私

も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　私
の
自
慢
の
人
は
、
も
う
一
人
い
ま
す
。

そ
れ
は
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

ゼ
リ
ー
や
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
作
る
の
が
と

て
も
上
手
で
す
。特
に
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
は
、

ふ
わ
ふ
わ
で
甘
く
て
、
中
に
チ
ョ
コ
チ
ッ
プ

が
入
っ
て
い
て
、
本
当
に
美
味
し
い
で
す
。

じ
い
ち
ゃ
ん
の
も
う
一
つ
の
趣
味
は
、
魚
釣

り
で
す
。
よ
く
イ
カ
を
釣
っ
て
き
て
、
そ
れ

を
料
理
に
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
イ
カ
は
、

ほ
っ
ぺ
た
が
落
ち
そ
う
な
く
ら
い
美
味
し
く

て
、
コ
リ
コ
リ
し
た
食
感
で
心
が
落
ち
着
く

味
で
す
。
私
が
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
家
に
行
く
と
、
二
人
は
い
つ
も
笑
顔
で
私

ず
っ
と
よ
り
そ
っ
て
ね
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４つの
基本目標

上板町の人口は、今では約11,000 人。
昔と比べて、少しずつ変わってきました。
数字の中にも、町の物語があります。

上板町の人口は、今では約11,000 人。
昔と比べて、少しずつ変わってきました。
数字の中にも、町の物語があります。

社人研の推計に準拠したパターン１によると、2045年には 7,276人、2065年には4,525人になると推計されています。

パターン１（社人研推計準拠）の総人口推計

第２期上板町総合戦略

～まち・ひと・しごと創生～

〈４つの基本目標〉
まち・ひと・しごとの創生を一体的に進めます

上板町総合計画

上
板
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

第
１
期
総
合
戦
略
の

振
り
返
り

上板町へ
さまざまな人を呼びこみ、

町を元気にする

～まち・ひとの創生～
全世代が協力して、

結婚・出産・子育てを支援する
上板町を実現する

～ひとの創生～

外から稼ぎ、
内部で循環させる上板町の

経済を強くする

～しごとの創生～

健康で安心して暮らせる
地域を持続させる

～まちの創生～

12,039
11,310

10,535
9,750

8,947
8,103

6,516
5,819

5,158
4,525

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

7,276

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

パターン１

データで見る上板町こどもたちの未来

上板町における将来人口の推移と分析

基本目標の体系図

遍路道遍路道 第十堰第十堰 安楽寺安楽寺 泉谷川ホタルの里泉谷川ホタルの里 観音道観音道 台山公園台山公園

子どもたちの夢は、町の未来そのものです。
その声に、私たちは耳を傾けていきたいと思います。

「大きくなったら、看護師になりたい」

「上板町でお店をひらきたい」

く
れ
ま
す
。
ま
た
、
私
が
病
気
に
か
か
っ
た

と
き
に
は
、
家
族
の
中
で
一
番
心
配
し
て
く

れ
ま
す
。
以
前
、
私
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

か
か
っ
た
と
き
に
は
、
朝
も
お
昼
も
ご
飯
を

持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
い

け
る
で
、
ほ
し
い
物
が
あ
っ
た
ら
言
う
て

よ
。」
と
、
一
日
に
何
回
も
電
話
を
か
け
て

く
れ
、
は
げ
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、

家
に
一
人
で
い
た
の
で
、
と
て
も
心
強
か
っ

た
で
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
私
の
こ
と
を
大
切
に
し

て
く
れ
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
本
当
に
自
ま

ん
の
で
き
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
す
。

　で
も
、
私
に
は
一
つ
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
私
は
自
ま
ん

で
き
る
孫
に
な
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
小
学
生
の
私
に
で
き
る
の

は
、
勉
強
を
が
ん
ば
っ
た
り
、
何
事
に
も
挑

戦
し
た
り
、
周
り
の
友
達
を
大
切
に
し
た
り

し
て
、
今
を
生
き
生
き
と
生
活
す
る
こ
と
で

す
。
私
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
、
は
ず
か
し
く
な
い
生
き
方
を
見
せ
て

い
き
た
い
で
す
。

　こ
れ
か
ら
先
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
は
、
ず
っ
と
楽
し
く
過
ご
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

私
が
就
職
し
て
働
く
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
今

ま
で
の
こ
と
を
恩
返
し
す
る
か
ら
ね
。

　私
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
大
好
き
で
す
。
お
父
さ
ん
の
方
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
お
母
さ
ん
の

方
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
と

て
も
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
。
特
に
、
お
母
さ

ん
の
方
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
私
が
小
さ
い

と
き
か
ら
ず
っ
と
お
世
話
を
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ワ
カ
メ
を
ふ
く
ろ
に

つ
め
て
、
注
文
し
て
く
れ
た
方
に
送
る
と
い

う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
家

事
や
、私
の
お
母
さ
ん
が
仕
事
の
と
き
に
は
、

私
と
お
兄
ち
ゃ
ん
の
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
勉
強
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
ら
分
か
る
ま
で
丁
寧
に
教
え
て
く
れ

ま
す
。
七
十
才
を
過
ぎ
て
い
る
の
に
、
朝
か

ら
晩
ま
で
働
い
て
い
ま
す
。
私
は
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
「
も
う
一
人
の
お
母
さ
ん
」
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
今
ま
で
介
護
し
て
き

た
人
を
見
て
い
ま
す
。
私
が
特
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
学
校
や
習
い
事
の
送

り
む
か
え
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
時
間
に

余
裕
が
あ
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
予
定
が

あ
っ
て
時
間
に
余
裕
が
な
い
と
き
で
も
、
い

や
な
顔
一
つ
し
な
い
で
送
り
む
か
え
を
し
て

私
の
大
切
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん

　
　
　
　と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
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た
で
す
。

　他
に
も
、
楽
し
か
っ
た
お
や
つ
作
り
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ド
ー
ナ
ツ
作
り
で
す
。

初
め
て
作
っ
た
ド
ー
ナ
ツ
は
黒
焦
げ
に
な
っ

て
失
敗
し
た
け
ど
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら「
黒

焦
げ
に
な
っ
て
し
ま
う
前
に
、
火
を
止
め
た

ら
黒
焦
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
な
る
よ
。」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
あ
と
は
、
焦
げ

る
こ
と
な
く
、
お
い
し
そ
う
な
色
の
ド
ー
ナ

ツ
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
お
か
げ
で
、
得
意
じ
ゃ
な
か
っ
た

料
理
が
、
得
意
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
優
し
く
て
、

元
気
で
、
そ
し
て
料
理
が
上
手
で
す
。
そ
ん

な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
私
は
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
は
恥
ず
か
し
く
て
、
伝
え
て
い
な
い

け
ど
、
今
度
会
う
と
き
は
、
私
の
気
持
ち
を

ち
ゃ
ん
と
伝
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　い
つ
も
優
し
く
て
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

料
理
が
と
て
も
上
手
で
、
一
緒
に
ハ
ン
バ
ー

グ
や
ド
ー
ナ
ツ
を
作
っ
た
時
は
と
て
も
楽
し

か
っ
た
よ
。私
は
、料
理
が
上
手
じ
ゃ
な
か
っ

た
け
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
丁
寧
に
教
え
て

く
れ
た
お
か
げ
で
、
上
手
に
な
っ
た
し
得
意

に
も
な
っ
た
よ
！
こ
れ
か
ら
は
、
と
き
ど
き

お
母
さ
ん
の
代
わ
り
に
料
理
も
し
て
み
る
よ
。

そ
し
て
、
本
当
の
母
に
な
っ
た
と
き
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、
自
分
の
子
供
に
、
い

ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
、

今
か
ら
料
理
を
研
究
し
て
い
く
よ
！
こ
れ
か

ら
も
健
康
で
長
生
き
し
て
ね
。
ず
っ
と
大
好

き
だ
よ
。

　私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
今
年
で
六
十
五

歳
に
な
り
ま
す
。
私
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
く
と
、い
つ
も「
お

か
え
り
」
と
言
っ
て
、
笑
顔
で
私
を
迎
え
て

く
れ
る
優
し
く
て
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で

す
。　母

が
休
日
に
仕
事
に
行
く
と
き
、
私
と
妹

は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
で
留
守
番
を
し
ま
す
。

そ
の
と
き
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
昼

ご
飯
を
作
っ
た
り
、
お
や
つ
を
作
っ
た
り
し

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
心
に
残
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
と
妹
が
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
ハ
ン
バ
ー
グ
を
作
っ
た

こ
と
で
す
。
ハ
ン
バ
ー
グ
を
お
い
し
く
作
る

の
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
作
っ
た
ら
、
と
っ
て

も
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。
作
っ
て
い
る
と

き
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
私
た
ち
に
た
く
さ

ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
ま
し
た
。
た
と
え

ば
、
玉
ね
ぎ
の
切
り
方
で
す
。
私
が
一
人
で

切
っ
た
ら
、
長
さ
や
形
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り

ま
し
た
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
長
さ
を
均

一
に
す
る
た
め
に
、
丁
寧
に
ゆ
っ
く
り
と

切
っ
た
ら
き
れ
い
な
み
じ
ん
切
り
に
な
る

よ
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
と
に
、
も
う
一
度
切
っ
て
み
ま

し
た
。最
初
は
ま
だ
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
け
ど
、

だ
ん
だ
ん
と
長
さ
や
形
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。

き
れ
い
に
切
れ
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
か
っ

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
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朝
、
登
校
す
る
と
き
に
は
「
お
は
よ
う
。」、

下
校
の
時
に
は
、「
さ
よ
う
な
ら
。」
と
元
気

に
あ
い
さ
つ
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。ぼ
く
が
、

車
に
乗
っ
て
登
下
校
し
て
い
る
と
き
も
、
車

を
見
か
け
る
と
、
旗
を
振
っ
て
あ
い
さ
つ
し

て
く
だ
さ
る
こ
と
も
、う
れ
し
い
瞬
間
で
す
。

　ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、他
の
地
域
で
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
、
見
守
り
隊

を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な

の
登
下
校
を
見
守
っ
て
い
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん

を
、
ぼ
く
は
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

　ぼ
く
も
、
将
来
、
地
域
の
た
め
に
、
何
か

で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
普
段

か
ら
、
友
達
の
和
を
大
切
に
し
、
見
守
り
隊

の
み
な
さ
ん
み
た
い
に
、
み
ん
な
の
た
め
を

思
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　ぼ
く
た
ち
が
で
き
る
、
見
守
り
隊
の
方
へ

の
感
謝
の
伝
え
方
は
、
安
全
に
登
下
校
を
す

る
こ
と
、
大
き
な
声
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
。」「
さ
よ
う
な
ら
。」
と
あ
い
さ
つ
を

返
す
こ
と
で
す
。
見
守
り
隊
の
み
な
さ
ん
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
ぼ
く
も
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　ぼ
く
の
地
域
に
は
、
見
守
り
隊
の
み
な
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
見
守
り
隊
の
み

な
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
安
全
に
、
安

心
し
て
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
ぼ
く
た
ち
を
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
暑
い
日
も
、
寒
い

日
も
、
子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
、
見
守
り
を
続
け
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　ぼ
く
は
、
野
球
を
し
て
い
ま
す
。
見
守
り

隊
の
方
も
、
そ
れ
を
知
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

て
、歩
い
て
帰
っ
て
い
る
と
き
に
、「
今
日
は
、

練
習
あ
る
ん
。」「
前
の
試
合
、
勝
っ
て
い
た

ね
。」な
ど
、話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

全
校
の
子
ど
も
た
ち
は
た
く
さ
ん
い
る
の

に
、
ぼ
く
が
野
球
を
し
て
い
る
こ
と
を
覚
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
の
こ

と
を
覚
え
て
い
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と

感
じ
ま
し
た
。
見
守
り
隊
の
み
な
さ
ん
は
、

見
守
り
隊
の
み
な
さ
ん
へ

神
宅
小
学
校  

六
年
　坂
田
　陽
哉

の
名
前
を
呼
ん
で
く
れ
ま
す
。
そ
れ
は
私
に

と
っ
て
、
い
つ
も
嬉
し
い
瞬
間
で
す
。
二
人

は
い
つ
も
温
か
く
私
を
見
守
り
、
優
し
く
寄

り
そ
っ
て
く
れ
ま
す
。

　私
が
小
さ
い
頃
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

歩
く
と
き
に
杖
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は

な
ぜ
必
要
な
の
か
疑
問
に
思
っ
て
い
て
、
た

だ
の
遊
び
道
具
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
ん
な
あ
る
日
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が
手
術
を

し
ま
し
た
。
手
術
は
無
事
に
成
功
し
、
じ
い

ち
ゃ
ん
は
、
毎
日
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。そ
し
て
、私
が
小
学
三
年
生
に
な
っ

た
頃
、
杖
が
体
を
支
え
る
大
切
な
道
具
だ
と

よ
う
や
く
理
解
し
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
、

杖
を
大
事
に
し
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
じ
い
ち
ゃ
ん
が
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い

る
と
き
、
ど
れ
ほ
ど
大
変
だ
っ
た
の
か
と
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
小
学
五
年

生
の
時
に
は
、
目
が
見
え
に
く
い
人
や
見
え

な
い
人
の
体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。
ア
イ
マ

ス
ク
を
つ
け
る
と
、
視
界
は
真
っ
暗
で
前
も

見
え
ず
、
と
て
も
不
安
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
白
杖
の
使
い
方
や
盲
導
犬
の
利
用
に

つ
い
て
も
勉
強
し
ま
し
た
。
私
は
、
目
が
見

え
な
い
人
は
み
ん
な
杖
を
使
っ
て
生
活
し
て

い
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う

で
は
な
く
、
白
杖
を
持
っ
た
り
、
誰
か
の
腕

を
持
っ
た
り
と
、
杖
以
外
に
も
様
々
な
工
夫

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
も
温
か
く
送
迎
し
て

く
れ
、
優
し
く
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
じ
い
ち
ゃ
ん
を
、
心
か
ら
大
切
に

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
二
人
が
い
つ
ま

で
も
元
気
で
い
て
く
れ
る
こ
と
を
、
私
は
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

高
志
小
学
校
の
近
く
に
住
ん
で
い
ま
す
。
私

の
自
慢
の
人
は
、
何
と
言
っ
て
も
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
す
。ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
明
る
く
て
、

料
理
が
と
て
も
上
手
で
す
。特
に
、ば
あ
ち
ゃ

ん
が
作
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
、
温
か
く
て
甘

い
香
り
が
し
て
、
本
当
に
美
味
し
い
で
す
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
く
と
、
い
つ
も
あ
の

甘
い
カ
レ
ー
の
匂
い
が
し
て
、
そ
れ
だ
け
で

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、私
の
習
い
事
の
送
迎
も
し
て
く
れ
ま
す
。

車
か
ら
降
り
る
時
、「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。

頑
張
っ
て
ね
。」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
声
で
私
は
い
つ
も
頑
張
る
力
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
植
物
を
育
て
る

の
も
好
き
で
、
い
つ
も
丁
寧
に
世
話
を
し
て

い
ま
す
。
家
の
外
に
は
色
と
り
ど
り
の
花
が

咲
い
て
い
て
、
そ
の
花
を
見
る
た
び
に
、
私

も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　私
の
自
慢
の
人
は
、
も
う
一
人
い
ま
す
。

そ
れ
は
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

ゼ
リ
ー
や
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
作
る
の
が
と

て
も
上
手
で
す
。特
に
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
は
、

ふ
わ
ふ
わ
で
甘
く
て
、
中
に
チ
ョ
コ
チ
ッ
プ

が
入
っ
て
い
て
、
本
当
に
美
味
し
い
で
す
。

じ
い
ち
ゃ
ん
の
も
う
一
つ
の
趣
味
は
、
魚
釣

り
で
す
。
よ
く
イ
カ
を
釣
っ
て
き
て
、
そ
れ

を
料
理
に
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
イ
カ
は
、

ほ
っ
ぺ
た
が
落
ち
そ
う
な
く
ら
い
美
味
し
く

て
、
コ
リ
コ
リ
し
た
食
感
で
心
が
落
ち
着
く

味
で
す
。
私
が
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
家
に
行
く
と
、
二
人
は
い
つ
も
笑
顔
で
私

ず
っ
と
よ
り
そ
っ
て
ね
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